
１ これからの総合的な学習の時間について

○ 各学校では，国が示す目標を踏まえ，具体的な目標及び内容を定め，創意工夫を生かし

た特色ある学習活動を行う。

＜国が示す総合的な学習の時間の目標＞

○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着やこれらを活用する学習活動は，教科で行うことを

前提に，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習，探究的な学習となるよう充実を図る。

○ 学校間の取組状況の違いを改善するために，育てようとする資質や能力及び態度につい

ては，例えば，「学習方法に関すること，自分自身に関すること，他者や社会とのかかわ

りに関すること」などの視点を踏まえる。

○ 学校段階間の取組の重複を改善するために，各学校段階における児童生徒の発達に応じ

た適切な学習活動を展開する。

○ 体験活動（例：小学校における自然体験活動や中学校の職場体験活動，高等学校の就業

体験活動等）を問題の解決や探究活動の過程に適切に位置付け，体験活動によって児童生

徒の学習を一層充実したものとする。

２ 各学校において取組が求められること

■ 移行期間中の標準授業時数と実際の

実践を踏まえ，全面実施を見通して全

体計画及び年間指導計画を見直す。

■ 学習活動が探究的な学習として充実した

ものになるよう，年間指導計画及び単元計

画を見直し，授業改善に取り組む。

■ 各学校において具体的に定めた目標，内

容に基づいて評価の観点・規準を設定する。

■ 総合的な学習の時間の趣旨の実現に向け

て，校内推進体制の整備や教職員の研修

を行う。

３ 総合的な学習の時間における言語活動の充実

問題の解決や探究活動の過程においては，他者と協同して問題を解決しようとする学習活

動や，言語により分析し，まとめたり表現したりするなどの学習活動が行われるようにする。

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生

き方を考えることができるようにする。 ※「小学校学習指導要領」より

① 各学校において定める目標

（国が示した目標を踏まえていること）

② 育てようとする資質や能力及び態度

③ 内容

④ 学習活動

⑤ 指導方法

⑥ 指導体制

⑦ 学習の評価

探究的な学習における児童の学習の姿

(中学校・高等学校では
「児童」が「生徒」)

＜見直すポイント＞

右に示した①～⑦の要素が全体計画ま

たは年間指導計画に示されていること。

※①②③は必須の要件

※ その他，各学校が
必要と考える事項を
示すことができます。

総合的な学習の時間



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    
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□ 学年  第６学年 

□ 単元名 ふるさと総領 探検隊！ －総領の「まち自慢」を紹介しよう－    

□ 単元の目標  総領町の歴史や文化とそこに生きる人々とのかかわりについての探究的な学習を通して，事象を 

多面的に追究する方法を身に付け，そこにある問題を主体的に見出し，友だちと協力して解決する

とともに，地域への愛着を高め，自己の生き方を考えることができるようにする。 

□ 単元の計画（全５３時間） 

  学習活動  学習活動 

第
一

次

10

時
間
 

課題を見付けよう 

・ゲストティーチャー（ＧＴ）から「観光マップ」作成の依頼 

・「総領」についてのウェビングマップの作成 

・地域の文化財見学 

・グループ課題設定 

第
三

次

22

時
間
 

「観光マップ」を作ろうⅡ 

・「観光マップ」の内容の見直し 

・現地再取材，再インタビュー 

・調べた内容を整理，表現方法の検討 

・「観光マップ」の完成 

《価値付け（他者評価）》（ＧＴの評価） 第
二

次

17

時
間
 

「観光マップ」を作ろうⅠ 

・資料調べ，現地見学，インタビュー 

・調べた内容を整理，表現方法の検討 

 

 

第
四

次
４
時

間
 

まとめ 

・「総領」についてのウェビングマップの作成 

・学習活動全体を通しての振り返り 

《価値付け（自己評価）》 

 

□ 学習の流れ 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準〔観点〕

（評価方法） 

１ 本時の学習課題をとらえる。 

 

２ グループごとに「観光マップ」を

紹介する。 

  他のグループの「観光マップ」の

紹介を聞いて，内容や表現の仕方に

ついて評価する。 

 

３ ＧＴから各グループに対してアド

バイスをもらう。 

 

４ グループで「観光マップ」の内容

を見直し，改善点について話し合う。 

 

 

５ 振り返りをする。 

 

 

・（発表する側）情報を整理しながら説明させる。 

・（聞く側）初めて総領を訪れる人や様々な年齢の人が 

「観光マップ」を見ることを確認した上で，総領の

よさがより伝わるマップにするためにはどうすれば

いいか考えながら聞かせ，よい点，問題点，アドバ

イスなどを付箋に書かせる。 

 

・ＧＴに，改善点が明確になるようにアドバイスをも

らう。気付きを付箋に書かせる。 

 

・学習活動の２，３の付箋を表により整理させ，内容や

表現の仕方の改善点について，話し合わせる。 

・改善点について，発表させる。 

 

・「アドバイスを参考にして『観光マップ』の内容を見

直すことができたか。」について振り返りをさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友だちやＧＴの

アドバイスを参

考にして，「観光

マップ」の内容

や表現の仕方の

改善点を考えて

いる。 

〔整理･分析に関する

思考・判断･表現〕 

（行動観察・発言・振

り返りカードの記述

内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

小小小小学校学校学校学校                        のののの事例事例事例事例    

○ 今回の改訂では，問題の解決や探究的な活動の過程において，他者他者他者他者とととと協同協同協同協同してしてしてして問題問題問題問題をををを解決解決解決解決しようとするしようとするしようとするしようとする学学学学

習活動習活動習活動習活動や言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析ししししたりしてたりしてたりしてたりして考考考考ええええ，，，，それをそれをそれをそれをまとめまとめまとめまとめたりたりたりたり表現表現表現表現したりしたりしたりしたりしてしてしてして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めるめるめるめる

学習活動学習活動学習活動学習活動を重視しています。 

○ 本事例「中間発表会」では，「観光マップ」の下書きを改善させ充実させるために，相互評価や外部評価を

取り入れ，付箋に書かせた評価内容を，表表表表をををを用用用用いていていていて協同協同協同協同でででで整理整理整理整理・・・・分析分析分析分析させています。これにより，問題点が

明らかになり，対応した改善策について，児童一人一人が主体的にかかわり，自分の意見を出し合うことが

できます。今後の活動活動活動活動へのへのへのへの見通見通見通見通ししししがもて，新新新新たなたなたなたな追究追究追究追究につながります。 

ゲストティーチャーゲストティーチャーゲストティーチャーゲストティーチャー（ＧＴ）（ＧＴ）（ＧＴ）（ＧＴ）のののの評価評価評価評価によりによりによりにより，，，，表現表現表現表現をををを充実充実充実充実させるさせるさせるさせる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析ししししたりしてたりしてたりしてたりして考考考考ええええ，，，，それをそれをそれをそれをまとめまとめまとめまとめたりたりたりたり表現表現表現表現したりしたりしたりしたりしてしてしてして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深

めるめるめるめる学習学習学習学習活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

情報情報情報情報をををを整理整理整理整理・・・・分析分析分析分析させさせさせさせるるるる    

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

■ ＧＴには，児童では気付かない「観光マップ」の改善点を指摘してもらいましょう。それにより，児

童は，今後どのように改善していけばよいのか，見通しがもてるようになります。 

もっと地域の人の思いを聞き取って、そ

れを入れたマップにして下さい。 

小学生でなければ出せないようなアイ

ディアや工夫のあるマップにして下さい。 

・「観光マップ」下書きをもとに中間発表会 

・下書きの評価《効果的な失敗経験》 

（ＧＴの評価） 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

まとめ・表現 

○○○○ゲストティーチャーゲストティーチャーゲストティーチャーゲストティーチャーとのとのとのとの事前事前事前事前打打打打ちちちち合合合合わせではわせではわせではわせでは････････････    

  マップの内容，表現方法，レイアウト等を見てもらい，指摘してほしい点や児童

実態に応じたつけたい力を具体的に打ち合わせておきます。現段階では，より内容

が充実したマップになるよう，児童に効果的な失敗体験をさせることで，意欲を喚

起し探究的な活動につなげていきたい指導者の意図を伝え，協力を依頼します。 

児童児童児童児童    

インターネットや聞

き取りで調べた内容

で満足。 

「文化財を守っている地域の人の思いを聞こ

う！」「自分たちで計画して再取材に行こう！」

等，マップをよりよくするための探究的な活動

が再スタート。 

 

教師教師教師教師    

ＧＴに任せきり。 工夫 ＧＴの効果的な活用。 

ＧＴＧＴＧＴＧＴとのとのとのとの事前打事前打事前打事前打ちちちち合合合合わせではわせではわせではわせでは････････････    

  マップについて指摘してほしい点を具体的に打ち合わせておきます。より内容が充

実したマップになるよう，もっと調べてみようという意欲を喚起し探究的な活動につ

なげていきたい指導者の意図を伝え，協力を依頼します。 

■ 「観光マップ」を評価する視点として「内容」と「表現の仕方」を示し，それぞれについて「よい

点」と「問題点」を付箋紙に記入させます。その後，表を用いて付箋紙を整理・分析させます。この

ことにより情報が整理され，問題点が明確になり，改善するための具体的な方策を話し合うことができます。 

ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ 

友だちやＧＴのアドバイスを聞いて，「観光マップ」の内容と表現の仕方を見直そう。 

 

工夫 

相手意識や目的意

識を明確にさせる。 

小学校小学校小学校小学校                                            のののの事例事例事例事例    

 

 

 

 よい点 問題点 改善策 

内 

容 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

文化財について詳

しく調べている 

インタビューや聞

き取りで分かった

ことを中心にまと

めている。 

見出しが大きくて分か

りやすい。 

地域の人の苦労や願い

についてインタビュー

しよう。 

難しい言葉は，説明を書

こう。 

小学生ならではのパンフ

レットになってない 

 

再取材して，もっと自分

たちが感じたことや考

えたことを入れよう。 

重要度 

１１１１    

２２２２

１１１１    

ポイント 

・視点を明確に示す。 

・表を用いて情報を整

理させ，問題点に対

応した改善策を話し

合わせる。 

 

→ 話合いの内容と流

れが見えるようにな

ります。 

 

地域の人の思いがない。 

 

意味の分からない言葉が

多い。 

 

表
 

現
 

の
仕

方
 

□ 本時の目標 「観光マップ」の内容や表現の仕方について，改善点を考えることができる。 

本時 

言
語
活
動
の
充
実
 

 

○○○○    情報情報情報情報をををを整理整理整理整理・・・・分析分析分析分析しししし，，，，問題点問題点問題点問題点をををを明明明明確確確確にしてにしてにしてにして，，，，表現表現表現表現をををを工夫工夫工夫工夫改善改善改善改善すすすす

ることができるることができるることができるることができる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 学   年  第３学年 

□ 単 元 名  「地域の課題を見付けて探究しよう」     

□ 単元の目標  地域の「ひと・もの・こと」についての探究的な学習を通して，地域社会のすばらしさや問題点，

自分とのかかわりなどを学び，探究の過程や課題設定に応じた解決方法を協同的に身に付け，地域の

豊かな社会の創造を目指し解決しようとしたり，自分自身の将来のことを考えたりする。 

□ 単元の計画 （全３５時間） 

学習活動 学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習課題をとらえる。

    
    

    

２ グループごとに，情報を関

係付けて仮説を立てる。    
    
 

     
    
 

３ 仮説を紹介し合う。    
 

    
４ 仮説を見直す。    
 

５ 振り返りをする。 

 
 
 
 

 

・情報を整理したものを基に，各自が考えたこ

とを出し合い，模造紙に記入させる。 
・考えたことを基に，仮説「○○すれば，■■

になるであろう。」という内容に整理させる。 

 

 

・仮説を設定した理由を述べさせる。 

・仮説と設定の理由のつながりに着目させて，

他のグループの仮説を評価させる。 
 
 
・「これまで収集した情報を関係付けて仮説を立

てることができたか」について振り返りをさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 研究テーマについての地域の課

題に関する様々な情報を関係付

けて考え，仮説を立てている。〔学

習方法〕 

（発表内容，行動観察，振り返り

の記述内容） 

 

 

中学校中学校中学校中学校                                            のののの事例事例事例事例    

研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマをををを決決決決めようめようめようめよう（（（（５５５５））））    １課題の設定 

的確的確的確的確なななな情報情報情報情報をををを集集集集めようめようめようめよう（（（（７７７７））））    

２情報の収集 

情報情報情報情報をををを基基基基にににに仮説仮説仮説仮説をををを立立立立てててて検証検証検証検証しようしようしようしよう（（（（９９９９））））    ３整理・分析 

自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを発表発表発表発表しようしようしようしよう（（（（５５５５））））    
４まとめ・表現，１課題の設定 

・ウェビング，グループでの協議，教師との対話を

通じて，グループごとに研究テーマを設定する。 

 例：「ポイ捨てを減らす第一歩」，「福祉って何だろう」，「我

がふるさとの文化を伝承する」等 
・学習計画を立てる。 

・研究テーマを踏まえて情報を収集する。 

 例：ポイ捨ての現状と原因について現地調査とアンケート調

査を行う。 

・情報を関係付けて仮説を立てる。 

例：「ポイ捨ての多い場所をきれいに掃除して，ごみ箱も置けば，ポイ

捨てはなくなるだろう。」 

・地域全体の課題として取り組むために，情報を収

集・整理し計画を立て，実践する。 

例：地域全体のポイ捨てを減らす計画を立て実践する。 

・実践後に取組内容を振り返る。 

地域全体地域全体地域全体地域全体にににに取組取組取組取組をををを広広広広げようげようげようげよう（（（（７７７７））））    ２情報の収集，３整理・分析 

自分自分自分自分のののの考考考考えをまとめようえをまとめようえをまとめようえをまとめよう（（（（２２２２））））    
４ まとめ・表現 

・これまでの取組を基に「市への提言書」としてまと

める。 

・学習活動全体を振り返り，自分の将来の生き方や自

分と地域とのかかわりについて考えまとめる。 

 

    

○ 今回の改訂では，問題の解決や探究的な活動の過程において，他者他者他者他者とととと協同協同協同協同してしてしてして問題問題問題問題をををを解決解決解決解決しようとするしようとするしようとするしようとする学学学学

習活動習活動習活動習活動や言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析ししししたりしてたりしてたりしてたりして考考考考ええええ，，，，それをそれをそれをそれをまとめまとめまとめまとめたりたりたりたり表現表現表現表現したりしてしたりしてしたりしてしたりして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めるめるめるめる

学習活動学習活動学習活動学習活動を重視しています。 
  

○ 本事例は，研究テーマに沿って収集した情報を整理・分析して考えたことを材料に，協同で仮説を導き出

していく活動です。これにより，論理的論理的論理的論理的にににに考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，表現表現表現表現したりしたりしたりしたりする力が身に付きます。 

今後，生徒は，自分たちが導き出した仮説を検証するために，主体的主体的主体的主体的にににに学習活動に取り組んでいきます。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析したりしてしたりしてしたりしてしたりして考考考考ええええ，，，，それをまとめたりそれをまとめたりそれをまとめたりそれをまとめたり表現表現表現表現したりしてしたりしてしたりしてしたりして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深

めるめるめるめる学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

本時 

これまで収集した情報を関係付けて考え，仮説を導き出そう。 

 

    

 

 

 

■ 収集し整理した情報を，各自が関係付けて 

考えるようにさせましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    模造紙等に各自が考えたことを書かせ，グ 

ループ全員が各自の考えを見えるようにさせ 

ましょう。 

■■■■    出された考えの中で，問題解決の手立てに 

なる内容に線を引かせ，それらを基に仮説を 

立てさせましょう。仮説の立て方について， 

教科の既習内容を関連させましょう。 

 

 

 

 

 

これまでに収集した情報（調査１「現場の状況調査」，調査２「アンケート調査」）を基に，本時で考

えを明らかにするために，前時では，情報を整理しておく必要があります。教師は，教科の既習内容との

関連を図りながら，様々な整理・分析の方法を確認して，収集した情報に適した方法を選ばせ，情報を整

理させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

・実践し，検証する。 

例：清掃活動等を行い，２週間ごみの廃棄状況を調査する。 

 

・仮説の検証結果をまとめ，報告する。 

・自己評価や相互評価により，問題点を基に改善策

を考えたり今後の取組を明らかにしたりする。 

例：清掃活動は効果があったが，ポイ捨ての意識はどのように

変えていくのか。 

    

・情報を整理する。例：分布図や円グラフの活用。 

□ 本時の目標  情報を関係付けて考え，仮説を立てるができる。 

□ 学習の流れ 

 

 

各自で，調査１と調査２から明らかにな

ったことを関係付けて考える。 

「調査１の□□と調査２の△△から，・・・

ということを考えた。」 

○○（問題解決の手立て）すれば， 

■■（問題解決後の姿）になるであろう。 

 

仮説 

○班 研究テーマ「「「「ポイポイポイポイ捨捨捨捨てててて減減減減らすらすらすらす第一歩第一歩第一歩第一歩」」」」    

「人は，どういう場所にどういう気持ちでごみを捨てるのか」 

 

【調査から考えたこと】 

  調査１のいつもごみが捨てられている「川のそば」 

と調査２の「みんな捨てているのでこれくらいはよ 

い」から，人は，すでに汚い所では，自分も捨てて 

よいという気持ちになるのではないかと思う。 

  調査１の「ごみ箱はない」と調査２の「捨てる場所 

 がない」「持って帰りたくない」から，人は，ごみ箱 

などの捨てる場所が近くにない場合，ごみを持って 

帰るのが面倒になり，ポイ捨てをするのではないか。  

      

・・・・・・・・・・・ 

  

 

 

【○班の仮説】 

ポイ捨ての多い場所をきれいに掃除して，ごみ箱も置けば， 

この場所でのポイ捨てはなくなるだろう。  

班員Ａ 

班員Ｂ 

班員Ｃ 

班員Ｄ 

＜グループ活動での模造紙の内容例＞ 

質問：「はい」の人は，なぜポイ捨てをしたのです

か？ 

回答：①みんな捨てているのでこれくらいはよい

と思った  50％ 

②捨てる場所が近くになかった   30％ 

③家まで持って帰りたくなかった  20％ 

 

ごみの廃棄状況 

 大型ごみなど

の不法投棄 

ポイ捨て 

種

類 

家電・家具・

家庭ごみなど 

ペットボトル・

カン・菓子袋な

ど 

場

所 

・車を駐車でき

るところ 

・すぐに道の脇

に投げ落と

せるところ 

 

・道の側の草む

ら 

・川のそば 

（いつも捨てて

ある） 

・ごみ箱はない 

 

＜収集した情報を整理した例＞ 

■調査１（現場の状況調査）・・・分布図や表にして整理 

■調査２（アンケート調査） 

・・・グラフにして整理，ランキング付 

 

 個人で考える 

 集団で考える 

留留留留    意意意意    点点点点 

 

○○○○    様様様様々々々々なななな情報情報情報情報をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考ええええ，，，，筋道立筋道立筋道立筋道立ててててててててまとめることができまとめることができまとめることができまとめることができ

るるるる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

情報情報情報情報をををを関係付関係付関係付関係付けてけてけてけて考考考考ええええ，，，，まとめるまとめるまとめるまとめる    

ごみが多く捨てられている場所を地図に入れる 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

レポート作成者 

評価項目 

 

 

必要な情報が十分に記されている ２・１・０ 

要約が分かりやすく書かれている ２・１・０ 

感想・疑問が掘り下げられている ２・１・０ 

読む人に興味をもたせる工夫がある ２・１・０ 

クイズで新たな知識が得られた ２・１・０ 

クイズの出題が工夫されている ２・１・０ 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第１学年 

□ 単元名 「新書」レポート交流        

□ 本時の目標 ・「新書」をレポートの形式でまとめ，発表の仕方を工夫することで，収集した情報をより

深く理解することができる。 

        ・「評価表」をもとにしながら，話し合いをすることで，根拠を明らかにしながら自分の考え

を説明することができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全４時間） 

 《前時までの活動内容》夏休み等の長期休業を利用して，学校が指定した新書を関心のある分野から一冊読

み，学習活動２に必要な課題１～課題４（課題１ 内容の要約，課題２ 感想・疑問，課題３ この本のこ

こがおすすめ！，課題４ ぷち○○○○クイズ）を踏まえた上で，「新書」レポートを完成している。 

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 「新書」レポート交流の確

認 

 

 

２ 指定されたグループ内で各

自が作成した「新書」レポー

トの内容を発表する。 

 

 

 

 

３ 各グループからレポート部

門とクイズ部門の代表者を決

定する。 

 

 

 

 

４ 本時の活動を振り返る。 

・ 「新書」を読んで学んだことを共有できるよう工夫させ

る。 

 

 

・発表時間を考慮した上で，自分の発表のポイントに

軽重をつけ，他の人に分かりやすい発表にさせる。 

・ぷち○○○○クイズについては，この本から得られ

た知識をもとに難易度の違うクイズを３問（３択ま

たは○×）作る。 

 

 

・評価表を書きます。個人別・項目別の３段階評価さ

せ，特によい発表，クイズについて，具体的に理由

を書かせる。また，全員の評価をグループ内で提示

して，グループ内で話し合い代表者を決定させる。 

 

 

・グループ代表者をどのようにして決定したか，グル

ープごとに発表させる。 

・本時の学習目標に対する取組み状況を評価する。 

・次時の「新書」レポート発表会＆クイズのルール等

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

・他者の発表から

自分の発表の改善

点について考え，

発表方法を工夫す

ることができる。 

〔活動について思

考・表現〕（行動観

察，発表，レポー

ト・記録用紙の記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学習活動２の新書レポート発表は，「新書」を読んで，何が書いてあったかを相手を意識した上で他

の人に分かるようにレポート内容をまとめて発表することが大切です。発表時間が４分の場合，何を

どのような順番で発表するかということが重要になってきます。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「グループ代表を決定する」という話し合いの見通しが持てるように，評価表を活用しましょう。

発表するときのポイントだけではなく，グループ代表者の決定方法を発表する時にも役立ちます。 

 

 

 

■ このような取組みによって，  

考えの根拠が明確になるので， 

代表者を選ぶ話し合い活動が充 

実します。また，今後，自分が 

発表するときのポイントも明確 

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

○ 今回の改訂で，内容の取扱いについての配慮事項において，「問題の解決や探究活動の過程においては，

他者と協同して問題を解決しようとする学習活動や，言語により分析し，まとめたり表現したりするなど

の学習活動が行われるようにすること」が示されました。 

○ 本時の学習活動２の「新書」レポートをグループ内で発表する学習を通して，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして自分自分自分自分

のののの考考考考えをえをえをえを説明説明説明説明するするするすることができるようになります。また，友だちの発表を聞いたり，自分の発表の仕方を工

夫したりすることで自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めたりめたりめたりめたり，，，，協同的に取り組むことの大切さを実感することができます。 

    相手相手相手相手をををを意識意識意識意識したしたしたした発表方法発表方法発表方法発表方法をををを工夫工夫工夫工夫させるさせるさせるさせる。。。。    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

他者他者他者他者とととと協同協同協同協同してしてしてして課題課題課題課題をををを解決解決解決解決しようとするしようとするしようとするしようとする学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

    評価表評価表評価表評価表をもとにをもとにをもとにをもとに話話話話しししし合合合合いをさせるいをさせるいをさせるいをさせる。。。。    

「グループ代表を話し合いで

決定しましょう。」 
工夫 

「評価表をもとにしながら，グループ代

表を話し合いで決定しましょう。」 

①内容の要約（１分），②

感想（１分），③この本の

ここがおすすめ！（1.5

分），④クイズ(0.5 分)の 4

項目を踏まえて内容を分

かりやすく伝えましょう。 

工夫 

（相手の興味・関心が高いと思われる場合）はじめに，

①この本のここがおすすめ！（3.5 分）で，内容の要約

を含めて，この本で学んだことを説明し，推薦したい部

分を強調し，その後，②クイズ(0.5 分)を行う。 

（相手の興味・関心が低いと思われる場合）はじめに，

①クイズ（2分）で関心を高め，その後，②内容の要約

を行い，感想をまとめて発表する。（2分） 

高等学校高等学校高等学校高等学校                                                    のののの事例事例事例事例    

 

○○○○    発表方法発表方法発表方法発表方法をををを工夫工夫工夫工夫しししし，，，，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしてらかにしてらかにしてらかにして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを説明説明説明説明するするするする

ことができることができることができることができる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    


